


















列島にはシマホルトノキは分布せず、ホルトノキ Elaeocarpus sylvestris （Lour.） Poir. の変




らかになっている（Sugai et al., 2013）。その一方で、母島ではこれまで湿性高木林のみで











2015 年 7 月～ 2016 年 10 月に母島南部の乾性低木林のエリアと母島属島（向島、姉島、
妹島、姪島）において、シマホルトノキの探索を行った。各個体の位置情報を GPS を用い
て記録し、樹高、胸高直径を測った。また、2016 年 10 月に母島の石門（北緯 26° 40’38”、
東経 142° 09’24”、標高約 320 m）、乳房山（北緯 26° 39’02”、東経 142° 10’08”、標高約 240 m）、
焼山（北緯 26° 38’14”、東経 142° 10’17”、標高約 70 m）、南崎（北緯 26° 37’20”、東経 142° 10’
44”、標高約 50 m）において結実個体を探索した。なお、石門と乳房山の植生は湿性高木
林、焼山と南崎の植生は乾性低木林にそれぞれ相当する（清水、2008）。各地点で見つかっ
た 1 ～ 5 個体の結実個体から 1 個体につき 20 粒の果実を採取し、果実の長径と短径をノギ
スで計測した。
2．統計解析






母島南部の乾性低木林においては、焼山の東側斜面の約 80 m 四方にシマホルトノキが
20 個体見つかった。この個体群には、樹高 1.1 m の幼木から樹高 4.5 m に達する結実個体
まで含まれた。樹高の平均は 3.0 m、胸高直径の平均は 5.6 cm だった。一方、焼山よりも
南の乾性低木林においては、南進線の終点から南西に約 100 m の歩道沿いで 1 個体のみ見
つかった。樹高は 5.0 m、胸高直径は 11.7 cm で、結実も確認された。
母島属島での探索において、向島、姉島、姪島ではシマホルトノキは確認されなかった。













植生 採取地 個体数 果実数
長径（mm） 短径（mm）
平均 標準偏差 平均 標準偏差
湿性高木林
石門 5 100 20.35 1.25 13.69 0.93
乳房山 4 80 21.13 1.61 12.62 0.87
乾性低木林
焼山 3 60 15.49 2.24 13.60 2.14








める湿性高木林の主要構成種（シマホルトノキ、モクタチバナ Ardisia sieboldii Miq.、ウ
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